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アメリカへ天文見學放行の企て
　但し，これはドイツの國での今年度の新しい計書である．
　“國際的証術研究の一封象であり，又，世界の各民族悶の雫和的協同の一事
　業として，特に著しいものは天文學である．北米合衆縁は海鼠的，學藝技術
　的な見地から見て，猫特な地位を占めてみるため，凌雲家にもアマチュアにも
　同様に，此のb一面のアメリカ的な面面ぶりを見面するのは有意義な』ことであ
　る．殊に，アメリカでは，天文研究の器械構造上に激特な進歩を示し，共の
　方面に於ける尖端的地歩を占めてみるので，此等の設備を見ることに興味は
　深い．・・ンブルグ・アメリカ汽船會祠：は，アメリカの多方面に交渉を有って
　みるため，争こSに計謁する見學放行は，参加者がアメリカの學者同勢者た
　ちと個人的に友交を結ぶ可能性を持つやうな豊富，且，有債値なるプログラ
　ムの組み合はせを提供する．彼地の風土や住民に關して興味深い印象を獲る
　のみならす，爾ほ，純なる天．文學的見地や，3く，天文家の眼から見るアメリ
　カの學術の研究や技術に濁し，債値高き大槻を提供するものであることが期
　待され．る，，
かうした振れ川しで，ハンブルグ・アメリカ汽船會砒は，アレゲ1天．文．協會の
後援協力の下に，今年の夏に天文見學族行をする計譜を，ひろく廣告してみる．
（わが1］本にまでも，拗誘歌が來てるる！）計書されてみるH取りは下の通り：
6月30日（木曜11）ハンブルグlJiFlijt．　ハ・ア吐の快速船“ドィッランド”號．
7月111（金曜日）英國サザムプトン，佛國シェルブ1ルに寄港．
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7月2日一7日　　航海．　船中各部の案内．
7月8日（金曜日）　ニゥヨ1ク到着．　市の中央部Sheltonホテルに投宿・午
　後は市内各所見物，夜も同様．
7月9日（土曜日）午前中，理學博物館にて豊富なる隙星陳列及びヘイデン・プ
　ラネタリウム見學．午後，エγバイヤ・ステ1ト・ビル，夜はラヂオ・シティ
　劇場．
7月10日（日曜日）市内見回．午後，急行列車にてボストンへ．夜，Kenmore
　ホテル投宿．
7JI　ll日（月曜日）午前申，ハ1ブiド學院天文豪，及び，オ1クリヂ出張所見
　學．午後，ハiゾ1ド大學を始め，市内の史蹟等見回．夜ぱ寝豪列車．
7月12日（火曜日）朝，・チェスタ着・Bausch＆L・mb會就，　Eastman　K・d　a
　會三等を訪ぴ，工場研究所等にて特に天膿為眞術を見學．夕暮，ナイヤガラ
　着，夜は二布の絶景賞観．
7月13日（水曜日）午前中，ナイヤガラ二布を米加爾國側にて交々見物及び撮
　影．午後も探勝．夜，寝毫列車．一途中，デトロイト市に下車し，アンゼ
　ロス心乱のマクマス天：文二見學も可．
7月14日（木曜日）朝，シカゴ着．Bismarkホテル．午前中，市内見物．午後
　シカゴ大乱附近見學．
7月15日（金曜日）市外ヰリヤムス・べ1のヤ1キ1ス天：丈毫へ．
7月16日（土曜日）午前中，理工學博物館見學．午後は出爽，ワシントン府へ．
7Jl　17日（日曜日）朝，　Wardmanホテル着．絡日市内外遊覧．
7月18日（月曜日）午前中，海軍天文盛及び標準局見學．午後，スミソン學院其
　の他訪問．夜，フィラデルフィや到着．Benjamin　Franklinホテルへ．
7月19H（火曜日）午前中，フランクリン學院及びフ。ルス・プラネタリウム見
　學。午後，ニウヨ1クへ蹄還．Sheltonホテルへ．
7月20日（水二日）　ロクフ＝ラ1・センタ1其の他の遊覧．
7月21日（木曜日）早朝，ハ・ア枇船“ハンブルグ號”に乗り，出帆．
7月28日（木曜日）シエルブ1ル及びナザンプトン寄港．
7月29日（金曜日）　ハンブノレグ到着．
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　ざっと，上の通り．折角アメリカまで渡りながら，加州のヰルソン山やリク
天メニ豪まで族行を延ばさなV・のぱ遺憾だと思はれるが，日程が無いのだろう・
　族i費は，等級により，一人1032マルク乃至1545マルクである．（表題上の圖ば
ヤ1キ｝ス天丈墓）
昨年の日食に因む二小島の領有問題
　昨1937年6月8日，南太李洋から南米ベル1にわたって長時間の皆既日食があ
り，日本からは我が山本博士雨除がベル1へ行き，英米爾國からは太ユF洋上の
フ［、　＝クス群島へ行き，皆々淫心に成功したことは，本誌に度々書いたことであ
るが，上記のフ。ニクス群島中に於いて，米國除も，英國隊（ニウジ1ランドの
Michle氏一行）も，始めはエンダベリ島に上陸する豫定であったのに，錨地の
無いため，急にカントン島に観測地毛をi攣更した．
　ところが，此のエンダベリ島も，カントン島も，實は其の主構が確立してみ
ない島であって，観測者間にも多少の論争があったらしいが，其の後此の問題
は表面化して，去る3月4日附載ウヨ1クより下の如き新聞電報が敢逸されるこ
とになった．
【二：ヨ1ク3月4日畿】　米國政府は，中部雨雫洋フエニクス群島内のカントン及
びエンダベリ鼠穴が米國領なる旨を近く宣言すべく，既に諸般の準備を整へ大
統領令の著名を持つばかりになってみると傳へられる．
　カントン，エンダベリ爾豆州囑出題に就き，・・ル米國務長官は3月4日「英國
との闇に意見交換が行はれてるるのは事實であるが，交渉といふ域にはまだ達
してみない」と語った．この「意見交換」は，昨年日食観測の際米國とニウジ
1ランドとの衝突事件によって開始されたもので，米海軍並に地理學界の調査
によると，フエニクス群島は八個の島から域り・1791年から18ρ8年の間に米國
捕鯨船によって振回され，カントン島は1860年よip　1880年の聞，海鳥の糞を集
める米西人が住んでみたが，その後は無人島で，六ケ月前日食の際初めて問題
となったものである．ハルと云ふ島には2年前から英國入が住んでみるが，エ
ンダベリその他の島は現在なほ無人島である．〔花山急報，280〕
